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寧部燦鉱坑内水水理の地球化学的研究
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　第2図　　宇部炭鉱坑内水の陰イオン組成

Chemical　Compositlon　of　the　Ube　Coal　Mine　W弓ters

ること。　（3）津布田断層帯沖区域の坑内水はHCO3一

イオンが極端に多く，海水型とは異なるものであり，津

布田断層帯を境にして坑内水質がまったく異なっている

ことなどを明らかにしている。、

　本報の目的は，海水が炭層中に浸入した場合に起こる

地球化学的現象を論ずることであるが，そのための典型

的な場として叙上のように研究解析の進んだ宇部海底炭

田をえらんだるその結果海水が炭層中に浸入した場合の

化学成分の挙動を知ることができたが，また分析資料の

地球化学的統計処理によって坑内永水理についても有効

な知識が得られた。

2．海水の浸入と脱SO42一イオン

第1図は陰イオンの主成分であるC1丁とSO42『を軸

にとって宇部炭鉱坑内水の水質を示したものである。坑

内水に2種類があり，すなわち1つはC1一，SO42一両成分

の濃度が高く組成も海水にほとんど一致しており，海水

が坑内に浸入したと考えられるものと，他は両成分とも

に稀薄なものとであり，かつその間には中間的性質の坑

内水が存在していて海水と炭層水の混合現象が生じてい

ることを反映している。第1図をよくみると，SO42一濃

度によって同一Cl一濃度の坑内水でもなお2種類に分

類されることがわかる。すなわち第1図で原点と海水点

とをつらねる直線上に分布する坑内水群と，それより低

SO42一濃度の坑内水群との2種類があることがわかる。

特に高C1一濃度領域においては直線上に規則正しく位

置するものが多く，海水が低CI一，低、SO者濃度の炭層

水と混合したままで，まだ陰イオンの化学組成上には沈

殿，イオン交換等のための変化の起こっていない過程を

示している。このような単純な混合になる坑内水は地域

・的には主として東2坑に分布しており，同坑において海

水の浸入が容易であることを示している。一方，高C1一

濃度，低SO42『濃度の坑内水は上記の群が停滞する間
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